
平成２６年度 

第３回 倫理・利益相反委員会 会議記録概要 

 

日 時：平成２６年６月１６日（月）１４:００～１６:００ 

場 所：第１会議室  

出席者： 委員長 富永 祐民 

      委 員 豊嶋 英明、岡村 幹吉、村上 健次、酒井 一、八谷 寛、

鈴木 隆雄、原田 敦、吉野 隆之、町屋 晴美 

欠席者：  委  員 水谷博之 

 

出席委員数/全委員数： 10人/11人 

審議事項 

申請課題数：一部変更申請課題 ２件 

新規申請課題 ７件 

         合 計  ９件 

その他審議事項は特になし 

 

 

申請課題について 

No.1 

受付番号：570-2 

課 題 名：サルコペニア病態の解明のための筋肉の質の評価についての臨床

及び基礎的研究 

申 請 者：松井 康素 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№2 

受付番号：637-3 

課 題 名：認知症予防のためのコミュニティの創出と効果検証 

申 請 者：島田 裕之 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 



 

№3 

受付番号：726 

課 題 名：MRI造影剤投与 4時間後の内耳状態の MRIによる観察 

申 請 者：杉浦 彩子 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：条件付承認 （修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

・ ４時間後に撮像、という部分に関しては、介入有りと分類されるので、様式

１－１ ７．介入の有無欄を有・医療機器に修正すること。 

・ 説明書において、内リンパ水腫の説明は、検査の内容の項目ではなく、研究

の目的の項目に記載すること。また、検査の内容の項目５行目「使う造影剤」

を「造影剤」に修正すること。 

・ 連結不可能匿名化としているが、連結可能とする必要がないか再確認するこ

と。 

№4 

受付番号：727 

課 題 名：二次予防事業における運動、栄養、口腔の複合プログラムの改訂およ

び効果検証（大府市二次予防事業調査） 

申 請 者：渡邊 裕 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 

№5 

受付番号：728 

課 題 名：新規多剤投与削減リストである「高齢者に対する薬効成分表を用いた

多剤投与削減手順」（案）を用いた多施設調査研究 

申 請 者：古田 勝経 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：承認 



 

№6 

受付番号：729 

課 題 名：高齢者・認知症患者に対するコミュニケーション効果の研究-患者と

ロボットにおける対話システムの確立- 

申 請 者：近藤 和泉 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：条件付承認 （修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

・ 対話ロボットによる介入が有ると考えられるので、様式１－１ ７．介入の

有無欄を有・その他（対話ロボット）に修正すること。 

・ 資金提供先にて計測・解析を行うとしているが、結果の信頼性を客観的に担

保できるように、対応を検討すること。 

・ 様式１－１ １０．Ⅰ．１）にて「族）」と入力誤りがあるため修正するこ

と。 

№7 

受付番号：730 

課 題 名：加齢による運動器への影響に関する研究－サルコペニアを有する高齢

者の神経筋協調機能－ 

申 請 者：島田 裕之 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：条件付承認 （修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

・ 健常者に対する医療機器を用いた測定という部分に関しては、侵襲性はなく

ても介入有りと分類されるので、様式１－１ ７．介入の有無欄を有・医療

機器に修正すること。 

・ 様式１－１ ９.研究等の対象及び実施場所で平成26年度、27年度各100人を

対象者としているが、６.研究等の概要および実施計画書には、平成26年度

に200人を対象とし、27年度は同じ対象者の追跡調査を行うとなっているた

め、確認し、記載を統一すること。 

・ 説明文書 p4、5行目「神経筋協調による代償機転」を平易な表現に改めるこ

と。また、同 p6、下から 9行～7行「なお、・・・お願いいたします。」が唐

突であるので、最後尾に移動させるなどして、説明項目を整理すること。 



 

№8 

受付番号：731 

課 題 名：看護師による外耳道ケアの有用性についての検討 

申 請 者：杉浦 彩子 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：条件付承認 （修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

・ 研究計画書では、対象患者の選択は看護師が携帯用拡大耳鏡を用いて耳垢栓

塞の有無を確認するとなっているが、耳垢栓塞の記録は画像などで記録する

のか、また、洗浄後に耳垢栓塞が除去されたことをどのように確認するのか

を明らかにすること。 

・ 説明書の検査・処置の内容の項目にて、病気の危険性について記述している

が、病気が見つかった場合には研究対象から除外することが記載されていな

いため、説明すべき内容を整理したうえで記載すること。 

・ 様式１－１ ６．にＭＭＳＥの語句説明を追記すること。 

№9 

受付番号：732 

課 題 名：もの忘れセンター受診者の認知機能と聴力および補聴効果の検討 

申 請 者：杉浦 彩子 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

審査結果：条件付き承認（修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

・ 様式１－１ ６.研究等の概要で１）超高齢者、・・・との記載があるので、

超高齢者の定義を明らかにすること。 

・ 対象者の選定基準に認知症の重症度も記載すること。 

・ ５年間にわたる研究であるので、年次計画を記載すること。その際にはタイ

ムスケジュールが把握できるようなフローチャートを添付することが望ま

しい。 

・ 貸し出しを行う補聴器の機種選定方法、購入予定数量、調達方法を報告する

こと。 

 


